
 
 

   
                 平成 20 年 4 月 28 日 

各  位                       会 社 名  高 砂 鐵 工 株 式 会 社 
代表者名  代表取締役社長  吉田 保 

（コード番号  5458   東証二部） 
問合せ先  経理部長     畑田 正樹            

（TEL．  03 －  5399 － 8111） 
 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年 1 月 30 日の第 3 四半期決算発表時に公表した平成 20

年 3 月期（平成 19 年 4月 1日～平成 20 年 3 月 31 日）の業績予想（連結・個別）を下記のとおり

修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 
 
１． 平成 20 年 3月期業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1日～平成 20 年 3月 31 日） 
 

（連結）                              （単位：百万円、％）        

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

  百万円  
36,000 

 百万円 
900 

 百万円 
750 

百万円 
50 

円  銭

1 66 

今回修正予想（Ｂ） 36,503 835 637 0 0 01 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 503 △64 △112 △49 ― 

増  減  率（％） 1.4 △7.2 △15.0 △99.6   ― 

(ご参考）前期実績 
(平成 19 年 3月期） 

34,446 1,452 1,319 404 13  46 

 

  (個別)                                 （単位：百万円、％）             

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 
  百万円  
26,000 

 百万円 
600 

 百万円 
500 

百万円 
△50 

円  銭

△1 66 

今回修正予想（Ｂ） 25,751 532 380 △94 △3  15 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △248 △67 △119 △44 ― 

増  減  率（％） △1.0 △11.3 △24.0 ―    ― 

(ご参考）前期実績 
(平成 19 年 3月期） 

24,046 957 830 408 13  60 

   
２．修正の理由 

当社グループの主要事業である鉄鋼製品事業において、ニッケル原料価格の急落に伴い、下半

期以降ステンレスのマーケット環境が大きく変化いたしました。受注量が予想以上に落ち込み、

在庫が増加し、原料価格の低下が決算上反映するまでのタイムラグによるマイナス影響が当初の

想定以上に長引いた結果、前回発表の予想に対して連結、個別ともに営業利益、経常利益、当期

純利益が減少となる見込みです。 
            

以  上 


